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ボ
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私
は
昭
和
十
七
年
以
降
、
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
国
サ
ラ

ワ
ク
州
の
ボ
ル
ネ
オ
島
の
北
西
部
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
経

営
す
る
製
材
工
場
の
経
営
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
地
で
丸
二
年
二
ヵ
月
、
熱
帯
樹
林
の
実
地
研
究
と
五
〇
〇
人

余
の
従
業
員
と
共
に
、
作
戦
命
令
で
く
る
軍
事
施
設
構
築
用
の

資
材
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
戦
雲
が
急
迫
す
る
に
伴
い
、
私
も
現
地

召
集
と
な
り
、
北
ボ
ル
ネ
オ
最
高
峰
キ
ナ
バ
ル
山
、
標
高
四
一

〇
一
メ
ー
ト
ル
の
山
麓
ラ
ウ
ナ
高
原
で
入
隊
し
、
初
年
兵
教
育

を
受
け
る
身
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
現
地
入
隊
し
た
者
は
、
南
北
ボ
ル
ネ
オ
島
全
域
か
ら

召
集
さ
れ
た
比
較
的
若
年
層
の
軍
属
、
燃
料
■
技
術
者
、
農
漁

業
関
係
者
、
日
本
企
業
の
社
員
た
ち
、
総
数
七
五
〇
人
余
で
、

現
地
「
灘
軍
」
に
編
成
さ
れ
、
初
年
兵
教
育
三
ヵ
月
を
経
て
各

部
隊
に
配
属
さ
れ
、
最
前
線
に
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

こ
の
兵
隊
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
イ
ン
テ
リ
と
称
さ
れ
る
者
た

ち
で
あ
り
、
決
し
て
身
体
の
頑
強
な
戦
闘
要
員
と
な
り
得
る
者

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
行

軍
・
踏
破
の
た
め
に
戦
わ
ず
し
て
生
じ
た
大
き
な
犠
牲
の
要
因

で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
所
属
は
南
方
派
遣
軍
第
三
十
七
軍
灘
独
立
歩
兵
第
五
五

三
大
隊
で
、
二
〇
〇
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
踏
破
し
、

マ
ラ
リ
ア
に
罹
る
な
ど
地
獄
の
よ
う
な
死
線
を
突
破
し
生
還
し



た
の
で
す
。
か
よ
う
な
体
験
を
経
て
終
戦
と
な
り
、
懐
か
し
い

祖
国
日
本
に
■
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
ボ
ル
ネ
オ
、
マ
ラ
ッ
カ
諸
島
及
び
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

方
面
に
対
す
る
大
東
亜
戦
争
開
戦
時
の
最
大
の
作
戦
の
目
標

は
、
重
油
の
資
源
地
帯
と
い
う
地
理
的
戦
略
的
価
値
に
基
づ
い

た
も
の
で
し
た
。
従
っ
て
緒
戦
の
マ
レ
ー
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

攻
略
作
戦
は
、
ボ
ル
ネ
オ
攻
略
の
前
駆
戦
と
し
て
展
開
・
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ボ
ル
ネ
オ
油
田
地
帯
の
攻

略
・
確
保
の
成
否
は
実
に
こ
の
大
戦
の
全
体
の
勝
敗
を
左
右
す

る
鍵
で
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
連
合
軍
の
兵
力
が
増
強
さ
れ
る
前
に
、
速
や
か
に

こ
れ
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
我
が
軍
は
第
十
二
駆
逐
戦
隊

を
基
幹
と
す
る
護
衛
船
団
を
も
っ
て
陸
軍
約
三
個
大
隊
と
、
横

須
賀
第
二
特
別
陸
戦
隊
と
で
北
ボ
ル
ネ
オ
地
区
の
ミ
リ
、
ク
チ

ン
方
面
を
攻
略
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
部
隊
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
六
日
に
ミ
リ
を
、

同
月
二
十
五
日
に
は
ク
チ
ン
を
占
領
し
、
同
二
十
二
日
に
は
第

二
十
二
航
空
戦
隊
を
ミ
リ
飛
行
場
に
進
出
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら

に
翌
十
七
年
一
月
上
旬
に
は
第
四
水
雷
戦
隊
を
主
力
と
す
る
護

衛
船
団
を
も
っ
て
陸
軍
約
三
個
大
隊
及
び
呉
第
二
特
別
陸
戦
隊

を
タ
ラ
カ
ン
島
に
輸
送
し
、
一
月
十
一
日
払
暁
に
上
陸
、
同
十

六
日
に
は
台
南
航
空
隊
の
一
部
が
、
ま
た
二
十
五
日
ま
で
に
は

第
二
十
三
航
空
戦
隊
司
令
部
及
び
台
南
航
空
隊
の
主
力
が
進
出

を
完
了
し
て
い
ま
す
。

爾
来
、
南
ボ
ル
ネ
オ
方
面
は
我
が
海
軍
の
管
轄
下
に
置
か

れ
、
昭
和
十
九
年
春
の
連
合
軍
の
反
攻
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は

占
領
体
制
が
保
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
と
状
況
下
で
、
昭
和
十
九
年
九
月
、
ボ
ル

ネ
オ
守
備
隊
が
改
編
さ
れ
、
第
七
軍
が
編
成
さ
れ
、
昭
和
十
九

年
十
月
現
地
召
集
さ
れ
た
私
ど
も
は
、
灘
独
立
歩
兵
第
五
五
三

大
隊
に
加
え
ら
れ
た
の
で
す
。

当
時
の
兵
力
編
成
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団
歩
兵
第
五
大
隊
　
タ
ワ
オ

独
立
混
成
第
二
十
五
連
隊
第
二
大
隊
　
　
　
サ
ン
ダ
カ
ン

独
立
歩
兵
第
五
五
四
大
隊
（
大
隊
部
隊
）
　
サ
ン
ダ
カ
ン

独
立
混
成
第
二
十
五
連
隊
第
二
大
隊
　
　
　
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
島



独
立
歩
兵
第
四
三
二
大
隊
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ
ッ
ト

独
立
歩
兵
第
五
五
三
大
隊
　
　
　
　
　
　
　
ミ
リ

独
立
混
成
第
七
十
一
旅
団
（
編
成
未
完
）
　
ク
チ
ン

独
立
歩
兵
第
四
五
四
大
隊
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
カ
ン

独
立
歩
兵
第
四
五
五
大
隊
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
カ
ン

こ
れ
ら
の
部
隊
は
昭
和
二
十
年
一
月
、
南
方
総
軍
の
命
令
に

よ
っ
て
配
備
の
重
点
を
ボ
ル
ネ
オ
西
海
岸
に
移
動
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
独
立
混
成
第
五
十
六
旅
団
歩
兵
第
五
大
隊
、
独
立
混

成
第
二
十
五
連
隊
第
二
大
隊
及
び
独
立
混
成
第
二
十
五
連
隊
第

二
大
隊
の
三
個
大
隊
が
こ
の
移
動
部
隊
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
当
時
す
で
に
、
ボ
ル
ネ
オ
生
活
を
二
年
以
上
体
験
し
、

現
地
の
言
葉
も
十
分
体
得
し
、
風
俗
習
慣
ま
で
修
得
し
て
い
た

た
め
か
、
一
期
の
検
閲
が
終
わ
り
、
教
育
期
間
が
終
了
し
て
配

属
さ
れ
た
の
は
灘
軍
司
令
部
で
、
後
方
勤
務
と
な
り
司
令
部
の

あ
る
ア
ピ
に
到
着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
夜
マ
ラ
リ
ア
熱

帯
熱
と
な
り
、
第
十
一
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
十
三

日
に
及
ぶ
意
識
不
明
の
高
熱
か
ら
回
復
し
て
、
一
ヵ
月
後
に
は

原
隊
復
帰
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
原
隊
は
転
進
命
令
を
受
け
て
ブ
ル
ネ
イ
に
渡
る
直

前
で
、
そ
の
原
隊
追
及
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
距
離
は
五
〇

〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
、
病
後
の
体
で
軽
便
鉄
道
の
線
路
上
を
昼
夜
を

分
か
た
ず
歩
き
通
し
、
数
日
後
に
は
キ
マ
ニ
ス
鉄
橋
付
近
で
つ

い
に
原
隊
復
帰
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
部
隊
の
先
遣
隊
に
加
え
ら
れ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ミ
リ

と
油
田
地
帯
を
走
破
し
、
ビ
ン
ツ
ル
ま
で
の
七
〇
日
、
二
〇
〇

〇
キ
ロ
に
及
ぶ
海
岸
線
の
転
進
作
戦
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
南
方
軍
の
命
令
に
よ
る
東
海
岸
配
備
部
隊
の
西
海
岸
へ

の
転
進
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
中
旬
か
ら
行
動
を
開
始
し
、
二

月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
転
進
は
西
海
岸
方
面
が
連

合
軍
に
よ
り
海
上
交
通
を
遮
断
さ
れ
た
た
め
に
海
上
機
動
を
断

念
し
、
北
ボ
ル
ネ
オ
中
部
の
標
高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の

背
稜
山
脈
を
横
断
し
五
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
峻
険
な
山
岳
地
帯

を
通
過
す
る
陸
路
行
軍
で
し
た
。

当
時
は
既
に
雨
季
で
降
雨
と
河
川
の
増
水
に
悩
ま
さ
れ
、
糧

秣
は
不
足
し
、
飢
餓
と
疫
病
の
た
め
に
多
く
の
兵
員
が
消
耗
し



ま
し
た
。
ま
た
、
転
進
部
隊
の
先
頭
は
二
月
下
旬
に
西
海
岸
の

ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
付
近
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
後
続
兵
員
は
そ
れ

よ
り
遅
く
、
六
月
上
旬
に
連
合
軍
が
上
陸
す
る
ま
で
の
間
に
目

的
地
に
到
着
で
き
た
兵
員
は
全
兵
力
の
半
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
到
着
し
た
兵
隊
は
疲
労
と
マ
ラ
リ
ア
の

た
め
と
て
も
戦
闘
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
兵
器
・
資
材
の
携
行
も

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
戦
力
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
態
で
も
、
東
ボ
ル
ネ
オ
東
海
岸
よ
り
転
進
し

た
各
部
隊
は
昭
和
二
十
年
六
月
下
旬
以
降
逐
次
到
着
し
、
在
来

部
隊
と
共
に
ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
、
ポ
ー
ホ
ー
ド
、
ラ
ブ
ア
ン
島
ブ

ル
ネ
イ
、
ミ
リ
付
近
の
防
備
強
化
に
専
念
し
ま
し
た
。

こ
の
方
面
は
六
月
以
降
連
日
、
連
合
軍
の
Ｂ2

4

数
十
機
の
爆

撃
を
受
け
る
な
ど
、
連
合
軍
の
航
空
勢
力
は
日
増
し
に
強
大
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
六
月
七
日
に
は
船
団
を
護
衛
し
た
連
合

軍
艦
船
約
七
〇
隻
が
ラ
ブ
ア
ン
島
及
び
ム
ア
ラ
付
近
に
現
れ
、

連
日
猛
烈
な
艦
砲
射
撃
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
九

日
、
ム
ア
ラ
海
岸
に
一
部
の
兵
力
が
上
陸
し
ま
し
た
が
、
我
が

軍
の
猛
烈
な
反
撃
に
よ
り
こ
れ
を
撃
退
し
た
も
の
の
、
翌
六
月

十
日
に
は
早
朝
よ
り
優
勢
な
連
合
軍
は
ラ
ブ
ア
ン
島
に
、
同
夕

刻
に
は
ム
ア
ラ
海
岸
全
域
に
渡
り
上
陸
を
開
始
し
ま
し
た
。
戦

闘
は
熾
烈
を
極
め
た
も
の
の
我
が
軍
は
優
勢
な
連
合
軍
に
逐
次

圧
倒
さ
れ
て
、
第
一
線
の
各
部
隊
は
甚
大
な
損
害
を
受
け
た
の

で
す
。

ミ
リ
地
区
に
お
い
て
は
、
連
合
軍
は
六
月
十
日
頃
か
ら
艦
砲

射
撃
を
行
う
と
共
に
、
同
日
、
ミ
リ
北
方
の
ル
ト
ン
海
岸
に
上

陸
し
て
き
ま
し
た
。
同
地
区
の
守
備
隊
で
あ
る
我
が
独
立
歩
兵

第
五
五
三
大
隊
は
勇
戦
、
極
力
そ
の
進
出
を
阻
止
す
べ
く
敢
闘

し
ま
し
た
が
、
遂
に
そ
の
海
岸
線
の
保
持
が
困
難
と
な
り
、
同

部
隊
主
力
は
ミ
リ
東
地
区
を
確
保
し
た
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
連
合
軍
は
、
ボ
ル
ネ
オ
油
田
地
域
奪
還
作
戦
の

寸
前
で
あ
り
、
第
五
五
三
大
隊
本
部
は
ミ
リ
地
区
に
お
い
て
迎

撃
戦
闘
の
渦
中
に
入
り
、
つ
い
に
復
員
す
る
ま
で
そ
の
消
息
を

知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
死
地
と
い
え
る
戦
場
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
キ
ロ
の
広

範
な
油
田
地
帯
を
含
む
地
域
は
彼
我
攻
防
の
地
帯
で
あ
り
、
ま



た
犠
牲
者
も
厖
大
な
数
に
上
っ
た
戦
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
も
先
遣
隊
と
な
っ
た
最
前
線
で
の
苦
痛
は
そ
の
極
限
に
達

し
、
そ
こ
に
は
部
隊
と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た
統
制
あ
る
行
動
は

で
き
ず
、
た
だ
黙
々
と
機
械
的
な
歩
行
を
続
け
る
苦
悩
の
無
言

の
行
進
で
し
た
。
正
に
サ
バ
イ
バ
ル
の
、
た
だ
行
進
す
る
と
い

う
だ
け
の
戦
い
で
し
た
。

【
解

説
】

体
験
記
執
筆
者
の
森
田
氏
は
戦
前
・
戦
中
に
ボ
ル
ネ
オ
で
企

業
を
経
営
し
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
九
年
現
地
で
召

集
さ
れ
、
北
ボ
ル
ネ
オ
の
防
衛
に
労
苦
の
体
験
を
さ
れ
た
。

戦
後
、
一
九
六
三
年
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
国
の
独
立
を
契
機

に
、
再
び
ボ
ル
ネ
オ
島
の
森
林
調
査
の
社
命
を
帯
び
渡
航
さ
れ

る
が
、
そ
の
調
査
の
中
で
、
線
香
と
数
珠
を
持
ち
、
忘
れ
難
い

北
ボ
ル
ネ
オ
の
山
河
、
サ
ラ
ワ
ク
州
各
地
へ
の
旅
行
に
単
身
出

発
し
、
幾
多
の
戦
友
が
眠
る
か
の
地
を
回
り
回
向
を
重
ね
ら
れ

た
。そ

し
て
現
地
に
眠
る
幾
多
の
「
英
霊
の
祖
国
へ
の
帰
還
を
」

と
い
う
願
望
か
ら
、
厚
生
省
援
護
局
と
の
関
係
も
深
ま
り
、
昭

和
四
十
九
年
七
月
に
は
キ
ナ
バ
ル
会
（
戦
友
会
）
の
方
々
を
案

内
し
、
香
港
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
、
ミ
リ
、
ク
チ
ン
な
ど
の
巡
拝

を
行
い
帰
国
さ
れ
て
い
る
。

森
田
氏
は
、
キ
ナ
バ
ル
会
の
事
務
局
長
と
し
て
、
毎
年
全
国

各
地
に
お
い
て
大
会
を
催
し
、
亡
き
戦
友
を
偲
び
、
そ
し
て
お

互
い
の
親
睦
を
温
め
合
っ
て
い
る
。
そ
の
回
数
も
す
で
に
数
十

回
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

昭
和
五
十
一
年
に
は
再
度
戦
友
会
二
十
数
人
と
と
も
に
現
地

を
巡
拝
す
る
ほ
か
、
毎
年
二
、
三
回
は
社
用
で
東
南
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
海
外
出
張
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
も
行
っ
て
い
る
。

一
時
病
に
倒
れ
ら
れ
た
が
よ
う
や
く
病
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

ボ
ル
ネ
オ
の
遺
骨
収
集
と
い
う
大
役
を
戦
友
団
体
か
ら
申
し
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
厚
生
省
の
こ
の
地
区
の
遺
骨
収

集
事
業
は
こ
の
期
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
聞
か
さ
れ
、
つ
い
に

意
を
決
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
十
七

日
の
一
ヵ
月
に
わ
た
る
厚
生
省
派
遣
第
四
次
北
ボ
ル
ネ
オ
地
区

遺
骨
収
集
の
戦
友
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
。



森
田
氏
は
独
立
歩
兵
第
五
五
三
大
隊
に
属
さ
れ
、
北
ボ
ル
ネ

オ
の
西
海
岸
へ
の
転
進
作
戦
を
体
験
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
模
様

は
体
験
記
中
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の
大
部
分
は
西

海
岸
に
お
け
る
山
岳
地
帯
で
糧
秣
の
欠
乏
に
よ
る
飢
餓
と
疾
病

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
、
ポ
ー
ホ
ー

ド
、
テ
ノ
ム
間
は
終
戦
後
の
死
亡
者
も
多
く
、
各
々
集
結
地
付

近
に
お
い
て
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
政
府
は
昭
和
三
十
一
年
七
月
及
び
昭
和
四
十
五
年
十
一

月
十
七
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
の
間
と
昭
和
五
十
年
十
月
二
十

八
日
か
ら
十
一
月
十
六
日
ま
で
の
間
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
八
年

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
十
六
日
の
間
、
こ
の
地
域
の
遺
骨

収
集
と
現
地
追
悼
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。

遺
骨
収
集
の
状
況

第
一
次
　
昭
和
三
十
一
年
度

ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
　
　
　
　
　
一
〇
〇
柱

ラ
ブ
ア
ン
　
　
　
　
　
　
　
五
二
二
柱

ブ
ル
ネ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
柱

ミ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
柱

計
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
四
柱

第
二
次
　
昭
和
四
十
五
年
度

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
地
区
　
　
　
二
〇
二
柱

ラ
ブ
ア
ン
地
区
　
　
　
　
　
三
〇
三
柱

ブ
ル
ネ
イ
地
区
　
　
　
　
　
一
五
〇
柱

ミ

リ
　
地
区
　
　
　
　
　
一
〇
〇
柱

テ
ノ
ム
　
地
区
　
　
　
　
　
三
〇
〇
柱

ラ
ハ
タ
ド
地
区
　
　
　
　
　
　
三
〇
柱

計
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
五
柱

第
三
次
　
昭
和
五
十
年
度

テ
ノ
ム
　
地
区
　
　
　
　
　
一
四
七
柱

タ
ワ
オ
　
地
区
　
　
　
　
　
一
七
〇
柱

ミ

リ
　
地
区
　
　
　
　
　
　
　
九
柱

計
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
六
柱

第
四
次
　
昭
和
五
十
八
年
度

テ
ノ
ム
　
地
区
　
　
　
　
　
　
一
七
柱

総

計
　
　
　
　
　
二
〇
九
二
柱

第
三
十
七
軍
独
立
第
五
五
三
大
隊
の
総
人
員
は
九
五
一
人
、



う
ち
帰
還
人
員
六
三
九
人
、

戦
没
者
三
〇
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

戦
争
明
暗
体
験
記
　 

京
都
府
　
矢
野
美
三
雄
　 

昭
和
十
七
年
三
月
四
日
、
私
等
の
経
理
部
の
乗
船
し
た
「
東

京
丸
（
六
四
七
一
ト
ン
）

」
は
静
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
の
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
の
ダ
バ
オ
へ
入
港
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
み
る
熱
帯
の
島
、
物
の
本
で
少
し
は
予
備

知
識
を
養
い
、
ま
た
船
中
で
通
訳
等
の
南
進
商
社
員
の
話
で
想

像
の
域
で
あ
っ
た
夢
の
国
南
方
の
島
は
、
群
青
の
山
々
が
濃
紺

の
湾
に
映
り
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
風
情
で
あ
っ
て
、
戦
場
へ
赴
く

私
等
は
一
時
的
に
戦
争
を
忘
れ
ら
れ
た
。

軍
の
建
前
上
、
私
等
末
端
の
雇
員
は
さ
て
お
き
、
士
官
や
高

等
文
官
等
の
え
ら
（
偉
）
さ
ん
は
い
ち
速
く
ラ
ン
チ
で
御
上
陸

に
な
っ
た
。
こ
の
分
で
は
停
泊
中
に
上
陸
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ

の
こ
と
や
ら
。
や
っ
と
三
日
目
ぐ
ら
い
で
上
陸
の
順
番
が
来

た
。

上
陸
場
は
港
の
桟
橋
で
、
そ
こ
は
日
本
軍
攻
撃
で
大
分
破
壊

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
長
途
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
に
私
等

を
迎
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
あ
り
が
た
い
こ
と
が
も
う
一
つ
あ

っ
た
。

ダ
バ
オ
経
理
部
の
波
止
場
で
の
バ
ナ
ナ
の
接
待
で
、
遠
来
の

私
等
に
た
ら
ふ
く
召
し
上
が
れ
と
歓
待
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
内
地
で
も
台
湾
バ
ナ
ナ
は
口
に
し
た
が
、
産
地
で
充
分
熟

し
た
果
物
の
美
味
し
さ
は
ひ
と
し
お
で
、
若
気
も
手
伝
い
大
い

に
賞
味
し
た
。

上
陸
は
や
は
り
嬉
し
い
。

街
路
樹
の
ア
ー
チ
の
下
で
色
の
黒
い
原
住
民
が
は
だ
し
で
道

路
上
に
果
物
や
現
地
産
の
細
工
物
を
並
べ
て
、
何
や
ら
判
ら
な

い
言
葉
で
客
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、
日
本
内
地
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
軍
が
侵
攻
し
て
来
た
時
に
、

原
住
民
の
ゲ
リ
ラ
が
在
留
邦
人
を
襲
い
蛮
刀
を
振
る
い
虐
殺
を

し
た
そ
う
で
、
邦
人
居
留
民
団
が
自
警
団
を
組
織
し
自
ら
を
守

っ
て
い
た
。
こ
れ
と
て
戦
地
戦
場
に
見
ら
れ
る
悲
劇
で
あ
る
と

話
し
合
っ
た
。




